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付録 MISJの教え方
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MISJとは

• Mimiko Iwasaki Systematic Japanese の略
• 文法は理解する知識ではなく、頭の中にメカニズムとして持つ
• L2教育では、ルール化（パターン化）出来る部分はルール利用
• 何をどのような順番で、個々のレッスンで何をどのように
• １２日で日常会話、４ヶ月で運用・応用力のあるN3に
• 参考資料

概要： http://www.ilpd.jp/
動画： https://www.youtube.com/user/IwasakiMethodMISJ/
解説： 「未来をささえる日本語力」岩崎美紀子著 Kindle版
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（１）QUESTION & ANSWERメソッド

• 動詞の導入ドリル（Welcome 5課）

会話の基本は質問と答えの組み合わせです。自在に質問ができること、
質問に答えられること、これができないと会話をスムーズにこなすこ
とができません。MISJでは可能な限り，学習項目をQ & A形式に仕立
て、両方の力がバランスよく身につくよう工夫してあります。練習の
過程で常に相手の言うことを聞くことになるので、聴解力も確実に身
につきます。

教師：パターン化したQ&Aをこなせるよう練習必要（応答速度）
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会話練習（形容詞文の例）
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STATEMENT & RESPONSEメソッド

相手の発言は質問と決まっているわけではありません。自分の意見を述べたり、
感想を述べたりします。それに対して、だまっていたのでは会話は成立せず、い
い人間関係を築くことはできません。つまり相手の発言にどう反応するかも会話
の大事な要素です。
どういう場合にどういう反応をすればよいのか、可能な限り、学習する表現とそ
れに対する反応の仕方を組にして学習できるよう工夫しています。従って、MISJ
の学習者は非常に早い段階から、日本語らしい会話ができるようになります。

Ａ：今日はいい天気ですね。
Ｂ：そうですねえ。本当にいい天気ですね。

※いわゆる「終助詞」の使い方を文化的背景を含め、トレーニングする。
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（２）パターン化メソッド

• 数字の場合
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MISJと「みん日」の数字
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動詞の場合

PATTERN: OBJECT-o VERB-masu ＋ka → question

MISJでは、表現や活用などを可能な限りパターンやルールとし
て提示し、頭で理解すると同時にメカニズム化します。限られた
知識であっても、メカニズムとして頭に入っていれば、あとは語
彙さえ自分で調達できれば、かなり幅広く応用できます。
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キャラクターブロック
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BCP

14

修飾の場合
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（３）ウチ・ヨソは初級の初めから

• W２課
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ウチヨソは初級のはじめでも導入可能

• あいさつ
• 名詞文

家族の語彙
「どれですか？」 「どちらですか？」
自己紹介、家族の紹介（ついでに、NOUNのNOUNを練習）

• 形容詞文
「どんなひとですか？」「どんなかたですか？」

• 動詞文
おVになる （Vは「ます」形」なので容易）
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（４）助詞の変化は動詞の導入と同時に
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前フリと流れがある

• 名詞文
• HEADLINEの「は」
• 比較の「は」
• ALSOの「も」

• 動詞文
• HEADLINEの「は」
• OBJECTの「を」
• OBJECTの否定時のHEADLINEの「は」
• その他の動詞の情報で同様に
• ALSOの「も」

• 取り立ての「は」、短い疑問の「は」
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（５）無理のない配列

• 一般的な学習者にとって学習項目の組み合わせや順序は非常に
大きな問題です。

• MISJではごく一般的な能力の学習者を混乱させることのないよ
う、異なる要素は別々に扱っています。また、できるだけ脱落
者を出さないように、木目細かくかつ均等なステップが用意さ
れています。

• MISJの最大の目標は会話力の習得であり、文法は応用力の源と
して不可欠なもの、ドリル練習は実際の会話を可能にするため
のウォーミングアップ
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文字について

• ローマ字の虫食いメソッド

• 少しずつ文字と発音を組み合わせて学習させ、習った文字の
ローマ字はそれ以降使用しないようにすることによって、無理
なく、なかば自動的に最低でも「ひらがな」を読む力を身につ
けていくことができるよう工夫されています。

• ashita
（「あ行学習」）→あshita
（「か・さ行学習」）→あしta
（「た行学習」）→あした
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語尾変化（です、ます）
• 名詞 です現在
• 動詞 ます現在
• 動詞 ます過去
• 動詞 Vたいです 現在
• イ形容詞 現在
• ナ形容詞 です現在
• 好きです 現在
• イ形容詞 過去
• 名詞 です過去
• ナ形容詞 です過去
• 動詞 辞書形

目的

です・ます（丁寧
体）の語尾の定着
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普通形への道のり
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普通形への道のり（つづき）

• Vます（W5)
• Vたい（W７）、おVになる、Vましょう、Vませんか、Vましょうか

• V辞書（WR)
• Vことができる、Vことにする、Vことになる、Vつもり

• Vて（N14）
• Vている、Vてある、Vてみる、Vていく、Vておく、
• Vてもらう（いただく）、Vてくれる（くださる）、Vてあげる（さしあげ

る）
• AV（れる・られる、N20）
• Vない（N21）
• 普通形（N25）
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語順に敏感ですか？

「日本はアジアの中心的な空港を１９８７年から海を埋め立てて
大阪に建設している」

「日本は１９８７年から海を埋め立てて大阪にアジアの中心的な
空港を建設している」
「１９８７年から日本は海を埋め立てて大阪にアジアの中心的な
空港を建設している」
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